
 
2018年3月

第2次

宇和島市総合計画

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

〜
世
代
を
超
え
て
、
自
然
を
愛
し
、
歴
史
を
語
る

　
ふ
る
さ
と
宇
和
島
の
実
現
を
目
指
し
て
〜
〜

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

〜
世
代
を
超
え
て
、
自
然
を
愛
し
、
歴
史
を
語
る

〜
世
代
を
超
え
て
、
自
然
を
愛
し
、
歴
史
を
語
る

〜
世
代
を
超
え
て
、
自
然
を
愛
し
、
歴
史
を
語
る

〜
世
代
を
超
え
て
、
自
然
を
愛
し
、
歴
史
を
語
る

〜
世
代
を
超
え
て
、
自
然
を
愛
し
、
歴
史
を
語
る

〜
世
代
を
超
え
て
、
自
然
を
愛
し
、
歴
史
を
語
る

　
ふ
る
さ
と
宇
和
島
の
実
現
を
目
指
し
て
〜

　
ふ
る
さ
と
宇
和
島
の
実
現
を
目
指
し
て
〜

　
ふ
る
さ
と
宇
和
島
の
実
現
を
目
指
し
て
〜

　
ふ
る
さ
と
宇
和
島
の
実
現
を
目
指
し
て
〜

継
承
・
共
育
・
発
信
の

ま
ち

〜
世
代
を
超
え
て
、
自
然
を
愛
し
、
歴
史
を
誇
る

　
ふ
る
さ
と
う
わ
じ
ま
の
実
現
を
目
指
し
て
〜



継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

〜
世
代
を
超
え
て
、
自
然
を
愛
し
、
歴
史
を
語
る

　
ふ
る
さ
と
宇
和
島
の
実
現
を
目
指
し
て
〜
〜

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

継
承
・
共
育
・
発
信
の
ま
ち

〜
世
代
を
超
え
て
、
自
然
を
愛
し
、
歴
史
を
語
る

〜
世
代
を
超
え
て
、
自
然
を
愛
し
、
歴
史
を
語
る

〜
世
代
を
超
え
て
、
自
然
を
愛
し
、
歴
史
を
語
る

〜
世
代
を
超
え
て
、
自
然
を
愛
し
、
歴
史
を
語
る

〜
世
代
を
超
え
て
、
自
然
を
愛
し
、
歴
史
を
語
る

　
ふ
る
さ
と
宇
和
島
の
実
現
を
目
指
し
て
〜

　
ふ
る
さ
と
宇
和
島
の
実
現
を
目
指
し
て
〜

　
ふ
る
さ
と
宇
和
島
の
実
現
を
目
指
し
て
〜

継
承
・
共
育
・
発
信
の

ま
ち

〜
世
代
を
超
え
て
、
自
然
を
愛
し
、
歴
史
を
誇
る

　
ふ
る
さ
と
う
わ
じ
ま
の
実
現
を
目
指
し
て
〜





ご あ い さ つ

2005年8月1日に旧宇和島市、旧吉田町、

旧三間町、旧津島町が合併して誕生した宇和

島市は、合併後の2007年に、まちづくりの

基本方針となる「第1次宇和島市総合計画」

を策定しました。

それから早いもので10年が経過し、この

間、活気あるまちづくりを目指し、各分野に

おいて施策を進めてまいりました。

しかしながら、現状は、少子化が進み、進

学・就職を機に宇和島を離れる若者が多く

なっています。このような現状から、経済・

雇用施策を強化し、働くことができる環境を

つくり、宇和島を元気にしていくことが最重

要課題となっています。若者の中には、宇和

島が大好きで、誇りを持って宇和島で頑張っ

ている人も多くいます。また、一度宇和島を

離れても、帰ってくる人もいます。そのた

め、この若者たちが活躍できる環境づくりを

進めるとともに、幼少期からの郷土教育や、

人との関係性を大切にする社会教育の重要性

を強く感じています。

本計画では、「継承・共育・発信のまち 

“世代を超えて、自然を愛し、歴史を誇る 

ふるさとうわじま”の実現を目指して」を、

目指すべき将来像としました。この将来像

は、計画の策定にあたり実施した、ワーク

ショップやアンケートでの市民の皆様のご意

見を反映したものです。先人が大切に引き継

いでこられた宇和島の魅力ある自然・歴史・

産業を、世代を超えて皆で学び、効果的に情

報発信していく意味を込めています。

このことは、本市の施策すべての原点にな

ると考えています。この将来像を念頭に、各

施策に取り組んでまいります。そして、本市

の魅力が市民の皆様はもちろんのこと、全国

の皆様に伝わるよう、ブランド力の向上をは

じめとして、新しいことに挑戦していきたい

と考えています。

挑まなければ何も変わりません。トライ＆

エラーの姿勢で、何事にもあきらめず、粘り

強く、全力を尽くしてまいりますので、市民

の皆様におかれましても、より一層のご理

解・ご協力を賜りますようお願い申し上げま

す。

最後になりましたが、本計画の策定にあた

り、2ヵ年に渡り、熱心にご審議賜りました

策定審議会委員の皆様をはじめとして、貴重

なご意見をいただきました市議会議員の皆

様、ワークショップ、アンケートにご協力い

ただきました市民の皆様等、本計画の策定に

関わられたすべての方にお礼を申し上げま

す。

そして、今後も次代の宇和島を創るため、

「Alｌ Ｕwajima」で共に歩みましょう。

2018年3月

宇和島市長　岡原　文彰 
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